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1990年以降の当社の売上高推移

（ポイント）過去20年以上にわたり安定的に売上を拡大
（百万円）
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過去5年の推移

（ポイント）高⽔準な営業利益率を維持
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社名の由来 & 会社概要

社名の由来 船舶の蒸気漏れを防ぐシール製品として、
創業時に開発した「ピラーパッキンNo.1」の
形状が、柱状（＝PILLAR）であったことから、
⽇本ピラー工業と命名されています。

創 ⽴ 大正13年（1924年）

代 表 者 代表取締役社⻑ 岩波清久

株 式 東京証券取引所 市場第一部 （証券コード：6490）

資 本 ⾦ 49億66百万円

事 業 内 容 流体制御関連機器製品の製造販売

従 業 員 数 753名 (連結：2017年9月末現在)

売 上 高 272億25百万円 (連結：2017年3月期)
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決算ハイライト

2017年3月期
1-2Q累計

2018年3月期
1-2Q累計

実績（百万円） 実績（百万円） 差額 前年度⽐(%）実績（百万円） 実績（百万円） 差額 前年度⽐(%）

売上高 12,391 13,975 +1,583 +12.8

営業利益 2,042 2,288 +245 +12.0

経常利益 1 998 2 318 +320 +16 0経常利益 1,998 2,318 +320 +16.0

当期純利益 1,138 1,540 +401 +35.3

セグメント別セグメント別
2017年3月期

1-2Q累計
2018年3月期

1-2Q累計
実績（百万円） 実績（百万円） 差額 前年度⽐(%）

産業機器関連事業

売上高 5,135 5,064 △70 △1.4

営業利益 807 703 △104 △12.9

電子機器関連事業

売上高 7,206 8,865 +1,658 +23.0

営業利益 1 206 1 610 +403 +33.5

6

営業利益 1,206 1,610 +403 +33.5



セグメント別売上高 (2017年3月期)

その他 91百万円（0.3%）

電子機器関連産業機器関連

その他 91百万円（0.3%）

2017年3月期

電子機器関連
16,452百万円
（60.4%）

産業機器関連
10,680百万円
（39.2%）

27,225百万円
(100.0%)
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事業の紹介

当社は「流体の漏れを⽌める技術」を⽣かした流体制御関連機器メーカです。
高機能シール製品を中心に 産業構造の変化にあわせて独自技術を応用した高機能シール製品を中心に、産業構造の変化にあわせて独自技術を応用した
高機能製品への展開を⾏っており、幅広い産業向けに貢献しております。

当社 セグメント区分

耐熱性
グランドパッキン(GP)メカニカルシール(MS)

当社のセグメント区分
産業機器関連事業
(シール関連製品)

耐摩耗性

素材技術
・繊維
・⾦属

設 加

耐熱性

ガスケット(VG)
耐圧性

材 マ
ー

(

耐摩耗性

耐薬品性

設
計
技
術

加
工
技
術 ピラフロン(PF)

半導体 液晶分野 建築分野

材
料
技
術

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

用
途
展
開)

樹脂特性
の応用 純粋性

低摩擦特性

半導体・液晶分野 建築分野

電子機器関連事業
(樹脂関連製品)
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産業機器関連事業(シール関連製品)の主な納入先

主要納入機器 主要納入業界
メカニカルシール(MS)

主要納入機器 主要納入業界

電⼒
ポンプグランドパッキン(GP)

化学プラント

バルブ 攪拌機ガスケット(VG)

食品自動⾞
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電子機器関連事業(樹脂関連製品)の主な納入先

ピラフロン(PF)

半導体・液晶分野

主要納入機器 主要納入業界

洗浄装置 塗布・現像装置 半導体

薬液供給装置 液晶CMP装置

建築分野 主要納入先

ビル
連絡橋 渡り廊下
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2018年3月期第2四半期 決算概要

28,300 売上高 営業利益 当期純利益
（単位：百万円）

12,391 13,975 

2 042 2,288

4,700 

3,100 

2016/1-2Q 2017/1-2Q 2018/3（予）

2,042 2,288 

2016/1-2Q 2017/1-2Q 2018/3（予）

1,138 1,540 

2016/1-2Q 2017/1-2Q 2018/3（予）

2016/1-2Q – 2017/1-2Q
差額：+1,583 前年度⽐+12.8%

28,300 

2016/1-2Q – 2017/1-2Q
差額：+245 前年度⽐+12.0%

2016/1-2Q – 2017/1-2Q
差額：+401 前年度⽐+35.3%

（単位：百万円）

10,947 12,013 12,391 
14,833 13,975 

3,123 
2,288 

4,700 

3,100 

（単位 円）

1,590 1,879 2,042 

1,003 1,393 1,138 
2,065 1,540 

3,100 
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2018年3月期第2四半期 決算概要

2017年3月期
1-2Q累計

2018年3月期
1-2Q累計

実績（百万円） 実績（百万円） 差額 前年度⽐(%）実績（百万円） 実績（百万円） 差額 前年度⽐(%）

売上高 12,391 13,975 +1,583 +12.8

営業利益 2,042 2,288 +245 +12.0

経常利益 1 998 2 318 +320 +16 0経常利益 1,998 2,318 +320 +16.0

当期純利益 1,138 1,540 +401 +35.3

セグメント別セグメント別
2017年3月期

1-2Q累計
2018年3月期

1-2Q累計
実績（百万円） 実績（百万円） 差額 前年度⽐(%）

産業機器関連事業

売上高 5,135 5,064 △70 △1.4

営業利益 807 703 △104 △12.9

電子機器関連事業

売上高 7,206 8,865 +1,658 +23.0

営業利益 1 206 1 610 +403 +33.5
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セグメント別 売上高の増減要因（2018年3月期第2四半期実績）

半導体業界の活況により、電子機器関連事業が大幅増加
（単位：百万円）

+1,658 △4 13,975

その他

12,391 △70
差額 +1,583
前年度⽐ +12.8%

産業機器関連事業 電子機器関連事業

その他

2016/1-2Q 産業機器事業 電子機器事業 その他 2017/1-2Q
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営業利益の増減要因（2018年3月期 第2四半期実績）

売上高増加により、前年度以上の利益を確保

（単位：百万円）+757 △103
△131

△179
材料費 外注

2,042

△99 2,288

差額 245

その他

販売高（⽣産高）

材料費・外注
加工費等による
影響

製造経費
販売管理費

差額 +245
前年度⽐ +12.0%

販売高（⽣産高）
による影響

2016/1-2Q 列1 列2 列3 列4 列5 2017/1-2Q
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市場別 売上高実績 (参考：単体)

14 000 13,329

半導体・液晶 化学・その他

+17 7%UP↑ △2 4%

石油・鉄鋼・輸送

+2 2%UP↑

（百万円）

12,000 

14,000 
その他

官公需
11,805

,

5,859 2,421 2,363 

+17.7%UP↑ △2.4%

1,827 1,868 

+2.2%UP↑
6,894
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6,000 
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△1.6%
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+22.9%UP↑
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0 
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海外売上高実績

25 06 000

その他 アジア 海外⽐率 （%）（百万円）

18 6

21.7

20 0

25.0 

5,000 

6,000 

4,809

1,637 

18.6

16.6
17.7

15.0 

20.0 

4,000 
4,028

3,804

1,166 
1,239 

888 
10.0 

3,000 
3,035

2,862 2,565 
3,172 

2,147
5.0 

1 000

2,000 

2,147 

0.0 0 

1,000 
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2018年3月期 通期⾒通し

2017年3月期 2018年3月期 (予)
実績（百万円） 実績（百万円） 差額 前期⽐(%）実績（百万円） 実績（百万円） 差額 前期⽐(%）

売上高 27,225 28,300 +1,074 +3.9

営業利益 5,166 4,700 △466 △9.0

経常利益 5 255 4 700 △555 △10 6経常利益 5,255 4,700 △555 △10.6

当期純利益 3,204 3,100 △104 △3.2

セグメント別セグメント別
2017年3月期 2018年3月期 (予)
実績（百万円） 実績（百万円） 差額 前期⽐(%）

産業機器関連事業産業機器関連事業
売上高 10,680 10,370 △310 △2.9

営業利益 1,828 1,430 △398 △21.8

電子機器関連事業電子機器関連事業
売上高 16,452 17,850 +1,397 +8.5

営業利益 3,314 3,260 △54 △1.6
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セグメント別 売上高の増減要因（2018年3月期通期⾒通し）

（単位 百万円）

半導体業界は好調を維持し、過去最高の売上高となる⾒込
（単位：百万円）

+1,397 △11 28,300
その他 差額 +1,074

27,225 △310

産業機器関連事業 電子機器関連事業

差額 ,
前期⽐ +3.9%

2017/3 産業機器事業 電子機器事業 その他 2018/3(予)
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営業利益の増減要因（2018年3月期通期⾒通し）

設備・研究開発等への積極投資により、若⼲の減益となる⾒込
（単位：百万円）

+500 △100
△270

材料費 外注

5,166
△450

差額 △466
販売高（⽣産高）

材料費・外注
加工費等による
影響

製造経費

△146
4,700

差額 △466
前期⽐ △9.0%

その他

による影響

販売管理費

2017/3 列1 列2 列3 列4 列5 2018/3(予)
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セグメント別 売上高・営業利益推移（2018年3月期通期⾒通し）

30 0%20 000
(%)(百万円) 産業機器関連

30 0%20 000
(%)(百万円) 電子機器関連

25.0%

30.0%

16,000

18,000

20,000
売上高
営業利益
営業利益率

17,850 25.0%

30.0%

16,000

18,000

20,000
売上高
営業利益
営業利益率

17.1%

20.0%

12,000

14,000

,

12 525

16,452

20.1%

18.3%
20.0%

12,000

14,000

,

10,352 10,680 10,370

14.8%

13.8%

15.0%

8,000

10,000

12,525

15.3%
15.0%

8,000

10,000

5.0%

10.0%

4,000

6,000

5.0%

10.0%

4,000

6,000

1,527 1,828 1,430
0.0%0

2,000

2016/3 2017/3 2018/3(予)

1,919

3,314 3,260

0.0%0

2,000

2016/3 2017/3 2018/3(予)
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財政状況

100.0 60,000 
総資産 純資産 自⼰資本⽐率

（%）

41 466 42 164

49,347 48,812 74.0 
68.4 71.1 72.1 74.2 

80.1 78.5 79.8 80.4 

74.5 
77.9 

70.0 

80.0 

90.0 

45,000 

50,000 

55,000 

（百万円）

32,455 33,530 32,158 
35,368 

36,590 35,731 

38,986 
41,466 42,164 

30 585
33,099 33,905 

36,740 
38,038 

50.0 

60.0 

35,000 

40,000 

,（百万円）

24,020 22,948 22,864 
25,500 

27,135 
28,629 

30,585 

30.0 

40.0 

25,000 

30,000 

0 0

10.0 

20.0 

10 000

15,000 

20,000 

0.0 10,000 
2008/3 2009/3 2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2017/9
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設備投資・減価償却費の推移

減価償却費 設備投資額

6,000 

（百万円）

4,000 

5,000 案件名 投資額

2017年
３月期

本社四ツ橋ビル/建屋・改修 約2,000百万円

エヌピイ工業/工場増強 約900百万円

2018年 九州工場/工場増強 約1 500百万円

1 424
1,633 

1 400
2,000 

3,000 
2018年

３月期(予)
九州工場/工場増強 約1,500百万円

⽇本ピラー精密/工場増強 約600百万円

996 1,137 
1,424 1,322 1,141 967 924 954 940 1,022 

1,400 

1,003 2,671 5,858 1,461 279 401 421 597 1,703 1,475 4,189 4,600 

1,000 

0 
2007/3 2008/3 2009/3 2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3(予)
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主な財務指標(ROE・ROA・DOE)

12.0 ROE ROA DOE （%）

ROE
ROA
（%）

DOE

8.5 9.1 8.6 2 1
2.4 

3.0 12.0 
ROE ROA DOE （ ）（%）

6.5 5.7 
6.3 6.2 7.2 

6.2 
7.0 

1.7 

1.6 1.5 1 4 1.3 
1.5 

2.1 
2.0 8.0 

4.8 4.4 
5.0 4.9 

5.7 

0.6 
0.4 

1.4 
1.0 4.0 

-0.7 

-0.5 

-1.6 

0.0 0.0 
2008/3 2009/3 2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3

ROE 純資産利益率 ROA 総資産利益率
-2.4 

-1.0 -4.0 
ROE：純資産利益率

当期純利益/純資産
ROA：総資産利益率

当期純利益/総資産

DOE：純資産配当率
配当額/純資産 (=ROE×配当性向)

24



主な財務指標(PBR・PER)

PBR PER （%）

PBR

（%）

PER

14.00 

16.00 

1.60

1.80 

2.00 
PBR PER （ ）（ ）

1.00 7 96

12.11 

10.69 

12.47 

10.07 

11.45 10.00 

12.00 

1.20 

1.40 

1.60 

0 67
0.76 

0.65 0.67 0.65 
0.75 

0.71 

9.43 
6.71 

7.96 

6.00 

8.00 

0.60 

0.80 

1.00 

0.61 

0.33 

0.67 

2.00 

4.00 

0.20 

0.40 

0.00 0.00 
2008/3 2009/3 2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3

PBR：株価純資産倍率
株価/1株あたり純資産

PER：株価収益率
株価/1株あたり当期純利益
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株主様への還元方針

当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の重要課題の一つとして位置付け、安定的
かつ継続的な配当と配当水準の向上を努めることを基本方針としております

25.6 24 9 24 9

28.8 
25.9 26.8 30.0 

35.0 

40 00

50.00 
1株当たり配当額 配当性向

（円）
（%）

28.00 

34.00 34.00 

25.6 

13.6 

17.7 

24.9 
21.4 

24.9 

15 0

20.0 

25.0 

20 00

30.00 

40.00 

16.00 

6 00 4.00

16.00 
16.00 16.00 16.00 

20.00 

5.0 

10.0 

15.0 

10.00 

20.00 

株主優待

6.00 4.00 0.0 0.00 
2008/3 2009/3 2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3(予)

QUOカード 1,000円分
毎年3月31⽇現在にて、当社株式100株(単元)以上保有
されている株主様に贈呈されている株主様に贈呈
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中期経営計画「BTvision19」

当社では、持続的な企業価値の向上を図るため、2017年度より3ヵ年の
中期経営計画「BTvision19(ブレイクスルー ビジョン イチキュウ)」を策定
しております。

名称

Breakthroughは 「突破」「突破する」「打ち勝つ」「進歩」「躍進」

〜 省資源と安全でクリーンな地球社会に貢献します 〜

中期経営計画「BTvision19」には、目まぐるしく変化を遂げる市場環境の中で、

Breakthroughは、「突破」「突破する」「打ち勝つ」「進歩」「躍進」
などの意味を持ちます。

持続的に企業価値の向上を図るべく成⻑し続けるために、
あらゆる既成概念(プロセス・技術開発・コスト)を突き破って躍進する
という意味が込められております。
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中期経営計画「BTvision19」
売上高

（百万円）

7,000 35,000 

営業利益
（百万円）

この3年間で出来る取組みを確実に実⾏

6,000 

6,500 

30,000 

売上高 営業利益

この3年間で出来る取組みを確実に実⾏
する事で、継続的な成⻑を図る。

5,000 

5,500 

25,000 

売上高 営業利益

4,000 

4,500 

20,000 

3,000 

3,500 

15,000 

2,000 

2,500 

10,000 
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中期経営計画「BTvision19」

計数目標

BTvision16

進捗率 差分 増減率 年率
2016年度 2019年度

2016年度 対⽐

BTvision19
2017年度
公表予算

売上高 27,225 28,300 94.3% 30,000 2,775 10.2% 3.3%

営業利益 5,166 4,700 85.5% 5,500 334 6.5% 2.1%

連
結

当期純利益 3,204 3,100 88.6% 3,500 296 9.2% 3.0%

ROE 9 1% 8.2% 8 0%以上ROE 9.1%
<上期暫定>

- 8.0%以上 - - -

*3年平均：7.5%(14-16年度)
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中期経営計画「BTvision19」

基本方針

企業競争⼒の強化 ⽣産性向上への取組み推進、並びに効果的な設備投資
を⾏う事で、より利益を創出出来る強固な経営基盤を
構築し 更なる企業競争⼒の強化を実現する

グローバル事業の推進

構築し、更なる企業競争⼒の強化を実現する。

市場のグローバル化への追従を図るため、
「販売ネットワークの構築」「製造拠点の拡充」並びに
「⼈材育成」を⾏い グローバル事業の推進を図る

新製品・新市場・新用途等「新」をキーワードに、
新規性の高いビジネスへの積極的な取組みを⾏い、
産業機器関連事業、電子機器関連事業に続く

「⼈材育成」を⾏い、グロ バル事業の推進を図る。

新規事業の創出
業機 関 事業 子機 関 事業 続

第3の柱を構築する。

人材育成 グローバル化教育を中心に、ピラーの継続的成⻑に
貢献出来るリーダーシップ、並びに幅広い視野と知⾒を
持った⼈材育成を実施する。

上記基本方針に基づき、この3年間で出来る取組み・施策を確実に実⾏する事で、
強固な経営基盤を築き 継続的成⻑が出来る企業を目指す強固な経営基盤を築き、継続的成⻑が出来る企業を目指す。
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中期経営計画「BTvision19」

成⻑戦略

基本方針 企業競争⼒の強化

流体制御技術の
リーディングカンパニー

⽣産性向上への取組み推進、並びに効果的な設備投資を
⾏う事で、より利益を創出出来る強固な経営基盤を構築し、
更なる企業競争⼒の強化を実現する

三田工場再構築

生産性向上の推進
・自動化、内製化、部品標準化等の推進

リ ディングカンパニ
としての地位を確⽴

更なる企業競争⼒の強化を実現する。

三田工場再構築

生産展開

マーケット展開
高付加価値製品の開発
・既存事業向け製品の更なる技術⾰新
・免震製品、ミリ波レーダアンテナの開発推進

増産体制の確⽴
・クリーンルーム拡張等

市場最先端ニーズの把握
・主要客先との関係強化(技術交流推進等)

受託成形品の受注拡大
販売網の整備

免震製 波 開発推

修理ビジネスの強化
・販社機能の強化、短納期対応新製品・新市場・新用途等「新」をキーワードに、新規性の高い

ビジネスへの積極的な取組みを⾏い、産業機器関連事業、
電子機器関連事業に続く第3 柱を構築する

医療関連市場への参⼊(CS)基本方針 新規事業の創出

電子機器関連事業に続く第3の柱を構築する。

32



中期経営計画「BTvision19」

成⻑戦略

基本方針 グローバル事業の推進
市場のグロ バル化への追従を図るため

基本方針 人材育成
グロ バル化教育を中心に ピラ の継続的成⻑に市場のグローバル化への追従を図るため、

「販売ネットワークの構築」「製造拠点の拡充」並びに
「⼈材育成」を⾏い、グローバル事業の推進を図る。

欧州 北⽶

グローバル化教育を中心に、ピラーの継続的成⻑に
貢献出来るリーダーシップ、並びに幅広い視野と知⾒を
持った⼈材育成を実施する。

韓国
● ●

●上海蘇州●● アルジェリア

● アメリカ
（フリーモント）

●(ヒューストン)

欧州

駐在員事務所等の設⽴

アジア

北⽶

TVG・ヤーンの生産(ﾒｷｼｺ)

● シンガポール

● 台湾●
ＵＡＥ

(ドバイ)

●
インドネシア

●
タイ

● メキシコ

中東

代理店網の確⽴
営業拠点の増設(中国)

生産品目拡大(蘇州・台湾)
CS製品の拡販(中国)

インドネシア

● 本体
● 海外関連会社

東南アジア

代理店網の確⽴
インフラ・プラント市場への
免震製品の拡販

人材戦略

グローバル人材の計画的育成
・国内⼈材育成

(語学研修、部下ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修、ﾄﾚｰﾆｰ制度)● 海外関連会社
● 駐在員事務所 設計機能の付与、

加工部品の現調化(ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ)

(語学研修、部下ﾏﾈｼ ﾒﾝﾄ研修、ﾄﾚ ﾆ 制度)
・海外ﾛｰｶﾙｽﾀｯﾌ育成

(ﾛｰｶﾙｽﾀｯﾌ⽇本研修、⽇本からの出前研修)
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ご清聴いただき、ありがとうございました。

・本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。
こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや
不確実性を内包するものです。

・将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標数字や予想数値と
大幅に異なる可能性があることをご留意ください。

・本資料は情報の提供を目的とし作成したものであり、本資料に
よって何らかの⾏動を勧誘するものではありませんよって何らかの⾏動を勧誘するものではありません。
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